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研究成果の概要（和文）：本研究は、現代哲学における非デカルト的実体二元論の基礎について、現象学の立場
からの貢献を目的としたものである。より具体的には、私たちの知覚的経験と意志的経験・行為の経験の現象学
的分析に着目することで、「私たちは私たちの身体とはなんらかの意味で異なる〈人〉である」という非デカル
ト的実体二元論の中心的主張をより明確化するための予備作業を行なった。

本研究の成果は（1）20世紀初頭に活躍した古典的な現象学者たちが私たちの知覚的経験や意志的経験・行為の
経験に関して残した分析をいまなお参照に値するものとして再構成し、（2）それを現代の研究にどのように生
かすのかについて概略を示した点に集約される。

研究成果の概要（英文）：This project aims at contributing to the so-called non-Cartesian Substance 
Dualism in contemporary philosophy from phenomenological perspectives. Drawing on phenomenological 
analysis of our perceptual, voluntary, and action-related experiences, the project has achieved 
preliminary works, which help us with clarifying the central claim of the non-Cartesian Substance 
Dualism: We are persons that are in some way not distinct of our bodies.

The outcomes of the project could be summarized as follows. (1) I have reconstructed analyses of our
 perceptual, voluntary, and action-related experiences provided by classical phenomenologist and 
shown how they are still relevant and worthy of consideration. (2) I have outlined how we can make 
use of the analyzes of the classical phenomenologists in the contemporary debate.
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１．研究開始当初の背景 
本研究は、現代の心の哲学の新たな展開を背
景としている。現代の心の哲学において物理
主義的な立場は強い影響力を持ち続けてい
るが、この立場が直面する原理的な困難を踏
まえ、〈人〉（person）ないし自己（self）とし
てのわれわれを、独自の実体とみなす立場が
再び提唱され、注目を集めている。この立場
は、〈人〉としてのわれわれが物理的な世界
の一員であることを否定しないため、心を非
物質的な実体とみなしたデカルトの二元論
から区別され、それゆえ「非デカルト的実体
二元論」と呼ばれる。この立場をより説得的
なものとするためには、〈人〉であるとはそ
もそもどういうことかについての現象学的
分析が欠かせない。だが、〈人〉の形而上学
的な身分、とりわけ、それが含意する反自然
主義的・反物理主義的な見解をどのように評
価するのかという点を中心的な論点とする
現代の議論状況において、そうした研究はい
まだ手薄であると言わざるを得ない。 
 
２．研究の目的 
こうした事情に鑑みて、本研究は初期現象学
における「〈人〉であるとはどういうことか」
に関する議論を、現代の非デカルト的実体二
元論との接続可能性に注意を払いながら再
構成することを目指した。より具体的には、
知覚経験と意志・行為の経験に話題を限定し、
それらの経験の現象学的分析によって示唆
される〈人〉のあり方はいかなるものかを明
るみに出すことが本研究の目的であった。こ
うした研究によって、〈人〉の形而上学に対
して現象学がどのような制約・要請を与える
かを明るみに出すことができれば、本研究の
目的は達成されたことになる。 
 
３．研究の方法 
本研究では、知覚経験と意志・行為の経験の
それぞれについて（1）初期現象学の一次資
料の精査とそれに基づく議論の再構成と（2）
現代の議論との接続可能性に関する検討を
行うというかたちで研究を進めた。（1）に関
しては、刊行済みの資料調査に加え、ルーヴ
ァン（ベルギー王国）のフッサール文庫にお
けるフッサールの未刊行トランスクリプト
の調査なども行った。 
 
４．研究成果 
本研究の最大の成果は、初期現象学が残した
知覚経験と意志・行為の経験に関する現象学
的分析は、本研究が当初見積もっていたより
も大きな規模で現代の議論と接続できるし、
またそうすべきであるということを明確に
した点にある。具体的には、以下の通りであ
る（これらは、下記にあげた論文の中でも部
分的に論じられている）。 
 
（1） 知覚経験と感覚の役割に関するイン

ガルデンの議論は、現代の知覚の哲

学のなかでも検討に値する立場の可
能性を示唆している。 

（2） （初期から中期までの）フッサール
が支持した知覚経験の二要素説（知
覚経験を感覚と非感覚的な志向性の
の二つの要素からなるとみなす立
場）は、知覚の哲学における選択肢
として検討するに値する立場である。 

（3） 知覚経験の二要素説をフッサールか
ら引き継いだインガルデンの知覚論
は、知覚経験における非感覚的な志
向性のあり方を、純粋志向的対象と
その性質の投影という道具立てによ
ってさらに説明している。このこと
はインガルデンの立場を複雑にして
いるが、それは十分な根拠に基づい
ており、純粋志向的対象に関するイ
ンガルデンの理論が知覚経験の現象
学的分析を大きく超える射程を備え
ているという事実に鑑みれば、用語
可能である。 

（4） 動機づけに関するプフェンダーの議
論は、同様の主題に関する初期現象
学の議論の出発点とみなすことがで
き、そうした文脈に位置づけ直すこ
とで、初期現象学における動機づけ
論は、行為の理由に関する現代の議
論に現代とは異なる角度から切り込
んだものとして理解することができ
る。 

（5） 行為と意志に関するプフェンダーの
現象学的な議論は、感情に関するプ
フェンダー自身の議論と関連づける
ことによって、より十全に解釈・評
価できる。 

（6） プフェンダーによって導入され、初
期の現象学者たちによって共有され
た、自我（das Ich）の層構造という
発想は、経験の現象学的分析に基づ
いた〈人〉の形而上学の基礎作業と
して再解釈することが可能である。 

 
本研究の範囲内では、これらの成果のなかに
示された新たな議論の可能性が十分にしめ
されたわけではない。しかし、これらの論点
を一次資料の精査という手法に基づいて提
出したことは、初期現象学および初期現象学
の現代哲学の接点に関わる研究にとって大
きな意義があったと考えている。 
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